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番号：

ｷｬｯﾁｺﾋﾟｰ

概要
（簡潔に
箇条書き
とする）

□１.軟弱地盤対策 □５.その他

■２.舗装関係

□３.バリアフリー・ユニバーサルデザイン

□４.省スペース化 番号：

従来技術名：

1.経済性 □1.向上（　％）　□2.同程度　■3.低下（4.3％）　 番号： 3

2.工程 ■1.短縮（50.0％）　□2.同程度　□3.増加（　％）　番号： 1

3.品質・出来型 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

4.安全性 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

5.施工性 ■1.向上　□2.同程度　□3.低下 番号： 1

6.環境 □1.向上　■2.同程度　□3.低下 番号： 2

7.その他 □1.　（　　　　　　　　　　） 番号：

開発体制 ■1.単独 □2(1)共同研究(民民) □2(2)共同研究(民官) □2(3)共同研究(民学) 番号：

開発者名

会社名： 住所：

技術
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

会社名： 住所：

営業
□1.県内 担当部署： TEL：

■2.県外 （内線）

2 担当者名： FAX：

E-mail：

施工実績 県内現場 件　←自動計算のため入力しないこと

　当該新技術等に関する説明会・現地見学会等の開催の可否（県内開催に限定）

■1.発注者側の希望日・希望場所で開催可能

□2.開発側で日程等を準備する。

□3.実施しない（県内での開催は無理，又は，個別に対応する，など） 番号：

新技術等
のＰＲ

1

2

・道路のひび割れ（クラック）の発生を抑制するシート状の素材
・アスファルト表層の下に敷設することでひび割れの発生を遅延させることができる
・ひび割れの発生を遅延させるため、道路の長寿命化、道路のメンテナンス費用の抑制
が可能

東京都新宿区新宿１－１－１１

03-3357-2442

新技術等
の効果

営業推進室 03-3357-2442

Ｂ-19080

登録番号

開発年 2015

登録No.

登録年月日

舗装の長寿命化を実現、リフレクションクラック抑制グ
リッド

評価結果

問合せ先
（所在地
が県内or
県外を必
ず選択）

株式会社アークノハラ

株式会社アークノハラ

東京都新宿区新宿１－１－１１

企画開発室

安田英明 glasgrid@nohara-inc.co.jp

事後評価未実施技術

将基裕司 glasgrid@nohara-inc.co.jp

1

配慮事項
（県の地
域特性
等）

舗装工-アスファルト舗装工 2016.10.28 KT-160100-A
NETISへの
登録状況

工種区分 (レベル1，2まで記入)

03-3351-9301

03-3357-7040

1

サンゴバン株式会社　アドフォース事業部　岩崎隼人

ガラス基材リフレクションクラック抑制シート

4.3%

50.0%

03-3357-7040

03-3351-9301

新技術等　申請資料（１／５）　表紙（概要）

新技術等
名称

グラスグリッド
収受受付年月日 2019/2/27

処理区分 積極活用技術

新技術等
の区分

□1.工法　□2.機械　□3.材料　■4.製品　□5.その他 4



グラスグリッド 登録No.

（特　徴）

（施工方法）

（施工単価等） １(２)

（適用条件）

A-2

グラスグリッド：準備工→切削工→清掃→タックコート散布→CG100L敷設→転圧（通常の工事
にプラス２工程）

□1(1).歩掛あり（標準）　■1(2).歩掛あり（独自）　□2.歩掛なし

設計条件：茨城県内においてリフレクションクラック抑制シート1000ｍ（幅員3.0ｍ全面敷設
を想定3000㎡）。切削オーバーレイ工事。
積算条件：グラスグリッドCG100L（シート幅1.5ｍ）
製品単価は自社単価、施工費は国土交通省舗装版クラック補修工標準歩掛り
※グラスグリッド1日あたりの施工㎡は切削＋敷設＋舗設で750㎡程度（経験則）を想定してい
ます。
直接工事費（3000㎡) ：
　材料費　2,300円/㎡×3,000㎡＝6,900,000円
　　　（製品単価2,300円/㎡）
　工事費　202,950円×2列＝405,900円
　材工共　材＋工＝7,305,900円
　諸雑費　(材＋工)/100×11％＝803,649円

切削面の凹凸は8mm以下としてください。
作業スペース（冶具組立時）としてロール切り出しのため幅約２ｍほど必要です。

新技術等　申請資料（２／５）

新技術等名称 Ｂ-19080

・道路のひび割れ（クラック）の発生を抑制するシート状の素材であり、アスファルト表層の
下に敷設することでひび割れの発生を遅延させることができる。
・ひび割れの発生を遅延させることができるため、道路の長寿命化にも貢献でき、結果、道路
のメンテナンスにかかる費用も抑制することができる。
・引張強度UPによりリフレクションクラック抑制効果が向上。引張強度はタテ・ヨコともに、
115～215KN/mを誇る。
・ 従来工法と比較し専用プライマー等副資材を使用しないため施工手間が軽減する。
・リフレクションクラック抑制効果が向上したことによりアスファルト舗装の長寿命化が図ら
れる。
・敷設したグラスグリッドは再切削時に細かく裁断できるため切削機に支障をきたさない。
・グリッド形状であることから、舗装骨材がグリッドを貫通することでアスファルト表層と基
層が一体化される。



登録No. Ｂ-19080

（施工上・使用上の留意点）

（残された課題と今後の開発計画）

（実験等作業状況）

（添付資料）

実験資料等

積算資料等

施工管理基準資料等

その他

特　許 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4

特許番号

実用新案 □1.有り（番号:　　）□2.出願中　□3.出願予定　■4:無し 番号 4

新案番号

制度名、番号 制度名、番号

その他の 新技術情報データベース、1801012

制度等に 証明年月日 証明年月日

よる証明 平成30年12月28日

証明機関 証明機関

東京都建設局

証明範囲 証明範囲

不明

新技術活用促進システム、763

平成31年1月30日

公益社団法人宮崎県建設技術推進機構

不明

規定の乳剤塗布量を遵守してください。
切削面の凹凸は8mm以下としてください。

・振動抑制効果の検証を行う。

別添

・実験等作業状況.docx

・土木工事標準歩掛の改定（舗装版クラック補修工）.png

・施工手順書171114_全種類.pdf

新技術等名称 グラスグリッド

A-3

新技術等　申請資料（３／５）



A-4

登録No. Ｂ-19080

実績件数　   県内現場数→ 1 件　　　　　　　　　　　　　　　県外現場数→ 13

発　注　者 工　期
工　事　名

及び
路河川等名称

工事請負者

茨城県常陸大宮土木事
務所

2016/06/14～
2016/09/22

県単道補修(第28-52-323-0-001
号)

菊池開発(株)

別添

新技術等　申請資料（４／５）　施工実績

新技術等名称 グラスグリッド

実績数が多い場合は，別添としても可。なお，その際も件数についてはこの表に記入すること。

県
外

県
内

施
工
実
績



CG100L敷設 CG100L敷設２

グラスグリッドの性能 リフレクションクラック抑制の仕組み

ライフサイクルコスト低減 CG100L敷設断面図

新技術等　申請資料（５／５）　（写真等）

新技術等名称 グラスグリッド 登録No.Ｂ-19080

A-5



様式B

当り) 円 円 円

経済性
= / × 100
= / × 100 = ％

当り) 日 日 日

工程
= / × 100
= / × 100 = ％

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

品質・出来形
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

安全性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

施工性
= 合計点
=

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

+1 0 -1

環境
= 合計点

=

※記入要領
①「経済性」「工程」は従来技術との比較を単位あたりの数量で行う｡
②その他の調査内容に対する評価は3段階とし該当する番号に○印をつける。
　従来技術に比べ優れている（+1）
　　　　〃　　　同等程度である（0）
　　　　〃　　　劣っている（-1）
③（+1）及び（-1）に○印をつけた場合は、理由を記入する。
④減点要素とも、加点要素とも判断のつかない場合は、0に○印をつけて合計点を算出する。
⑤合計点は各項目（5つ）の評価の合計点を記入する。
⑥入力は 箇所のみとする。

経
済
性

調
　
　
　
　
　
査
　
　
　
　
　
項
　
　
　
　
　
目

０

・周辺の自然・生態環境・景観との調和は向上するか

・省エネルギー・省資源化が向上するか

環
境

調査内容 評価 理由

・周辺の大気汚染・土壌汚染・水質汚染が減少するか

・騒音・振動・粉塵・交通規制等が減少するか

・産業廃棄物の発生量は減少するか

２

・熟練度に依存した作業が減少するか

・施工の機械化の程度は向上するか

施
工
性

調査内容 評価 理由

・現場での施工が減少するか 従来8工程に対し６工程

・仮設工が減少するか

・作業員の負担が減少するか 副資材、特殊な技術不要

・作業環境が向上するか（暗がり、騒音、狭所作業の減少）

・危険物等の取り扱いが減少するか

０

安
全
性

調査内容 評価 理由

・墜落・転落事故の危険性が減少するか

・重機災害の危険性が減少するか

・飛来・落下物災害の危険性が減少するか

・品質・出来形の管理項目は減少するか

・品質・出来形の管理頻度は減少するか

３

品
質
・
出
来
形

調査内容 評価 理由

・品質は向上するか 引張強度向上によるクラック抑制効果

・出来形・精度は向上するか 引張強度向上によるクラック抑制効果

・耐久性は向上するか 特殊アクリルコーティングがガラス基材を保護する

活用の効果　評価表

新技術名 グラスグリッド 従来技術名

ガラス基材リフレクションクラック抑制シー
ト

単位あたりの関係するコスト(施工費、維持管理費等）と従来技術を使った場合の概算コストを比較する。
従来技術 新技術 コスト差

-331,168

コスト差  従来技術コスト
-331,168 7,778,381 -4.3

コスト　( 3000m2 7,778,381 8,109,549

工
程

従来技術と新技術の対応する施工サイクルについて、施工単位あたりの実施施工日数と従来技術の概算の施工日
数を比較する。

従来技術 新技術 短縮日数
施工日数（ 3000m2 8.00 4.00 4.00

短縮日数  従来技術の施工日数
4.00 8.00 50.0



様式Ｃ

経済性比較表

新技術名称：

従来技術名称：

経済比較する条件

○新技術の内訳（直接工事費） （3,000㎡当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 4.00       人 22,700 90,800        県単価

特殊作業員 1.36       人 20,600 28,016        県単価

普通作業員 13.40      人 19,100 255,940       県単価

タイヤローラ 6.80       h 4,580 31,144        
国土交通省建設機械
損料表

諸雑費 11.00      ％ 803,649       

グラスグリッド品代 CG100L 3,000      ㎡ 2,300      6,900,000     

-             

-             

-             

-             

-             

-             

-             

-             

-             

合計 8,109,549     

○従来技術の内訳（直接工事費） （3,000㎡当り）

項目 仕様 数量 単位 単価 金額 摘要

土木一般世話役 18.00      人 22,700 408,600       県単位

特殊作業員 6.12       人 20,600 126,072       県単位

普通作業員 60.30      人 19,100 1,151,730     県単位

タイヤローラ 30.60      h 4,580 140,148       
国土交通省建設機械
損料表

諸雑費 11.00      ％ 770,831       
ガラス基材リフレク
ションクラック抑制
シート品代 3,000      ㎡ 1,727      5,181,000     

-             

-             

-             

-             

-             

-             

-             

-             

-             

合計 7,778,381     

グラスグリッド

ガラス基材リフレクションクラック抑制シート

設計条件：茨城県内においてリフレクションクラック抑制シート1000ｍ（幅員3.0ｍ全面敷設を想定3000㎡）
積算条件：
・従来工法：ガラス繊維を基材としたリフレクションクラック抑制シート（シート幅0.33ｍ）
製品単価は建設物価、施工費は国土交通省舗装版クラック補修工標準歩掛り
・新規工法：グラスグリッド（シート幅1.5ｍ）
製品単価は自社単価、施工費は国土交通省舗装版クラック補修工標準歩掛り




